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はじめに 

 

 世界有数の地震国であるわが国の地震研究は世界最高水準にあり

ますが、地震の物理現象には未解明の事項も多く、大きな地震が発

生するたびに新たな事実が発見され、また、その後の精力的な調査

研究によりさまざまな事象が解明されてきています。 

 東海･東南海･南海地震などの巨大海溝型地震については、地震活

動と地震動の予測に関する詳細な研究が進められており、内陸地震

についても、2007年新潟県中越沖地震や2008年岩手･宮城内陸地震等

を契機として海底や陸域の未知の活断層の調査が推進されています。

また、地震調査研究推進本部による確率論的地震動予測地図につい

ては、地震動予測手法や基礎データを高度化した新たな地図が2009

年7月に公表されました。 

 そこで、当機構は2009年11月11日「2009年災害研究フォーラム」

を開催し、地震活動と地震動の予測に関する最新の研究および今後

の展望について各分野の専門家から話題提供をいただくと共に、そ

れらの内容に関する討論を行いました。 

 本資料は、その講演記録をまとめたものです。 

 今回、フォーラムに参加された方々には、さらなる理解を手助け

するための資料として、参加できなかった方々には、新たな知見や

情報を得るための参考資料として、ご活用いただければ幸いです。 
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開会挨拶 

 

 

 

 

 

山口福祉文化大学ライフデザイン学部教授 
地震災害予測研究会委員長 

北川 良和（きたがわ よしかず） 

 

皆様、こんにちは。ただ今、ご紹介にあずかりました北川でございます。先ほどご

紹介いただきましたように、損害保険料率算出機構の中に設置されております地震災

害予測研究会で委員長を務めさせていただいております。本日は、ご多忙の中、多数

の方々にご参加いただきまして、心からお礼を申し上げます。 

本日の災害研究フォーラムのテーマですが、「地震活動と地震動の予測～研究の最

前線と今後の展開～」としております。地震災害関連のフォーラムとしては７年ぶり

の開催で、前回は2002年に「巨大地震の災害シナリオ」というテーマで開催されまし

た。 

皆さんもご存じだと思いますが、わが国は環太平洋地震帯の真ん中にあり、いつ地

震が起こっても不思議ではありません。また、地震災害に係わる研究のレベルが世界

の最高水準にあることもご存知だと思います。しかしながら、地震は自然現象ですの

で、なかなかコンピュータどおりにはいかず、いまだ未解明な面も多々残されていま

す。大きい地震が発生するごとに、いろいろな新たな事実が発見されてきております

し、その後の精力的な調査研究により、さまざまな現象が解明されてきています。 

本日のテーマに関連して申し上げますと、東海･東南海･南海地震、これはテレビ、

新聞等によく出てくる巨大海溝型地震ですが、その地震活動と地震動の予測に対して

いろいろな分野での研究が進んでおります。けれども、一般の方から見ると「本当か

いな」という部分があるのではないかと思います。この辺りをご質問していただけれ

ばと思います。一方、内陸地震というのもありまして、これに関しては、2007年の新

潟県中越沖地震や2008年の岩手･宮城内陸地震などを契機として、海底や陸域での未

知の活断層の調査等が進められています。それからもう一つ、今年の７月に、地震調

査研究推進本部から、最近の地震動予測手法や基礎データを基に高度化した全国地震

動予測地図というものが公表されています。会場の入口で、全国地震動予測地図のポ

スターが配られていますが、これを見て、これまた「本当かいな」という部分がある

のではないかと思います。 
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このような状況の下、本日の災害研究フォーラムでは、地震活動と地震動の予測に

係わる最近の研究と今後の展望について、各分野での専門の方々から話題提供をして

いただき、その内容について、最後に総合討論をしていきたいと考えております。本

日、ご講演、ご討議いただきます先生方は、各分野での著名な方々で、最先端の研究

をおやりになっております。皆さんにとっても、今後に役立つ、有意義なお話をして

いただけるのではないかと思っております。また、会場の皆さんには、どうか遠慮な

く、活発にご質問をしていただければ幸いです。この雨の中をお越しいただいたので

すから、帰ってから「おれはこれだけ質問してきたよ。」と自慢をしていただく、そ

ういった気持ちで討論に参加していただけるようお願いいたします。 

皆さんにとって、このフォーラムが充実した、実りあるものになることを祈念いた

しまして、開会の挨拶に代えさせていただきます。本日は、本当に多くの方にお集ま

りいただき、ありがとうございました。フォーラムへのご協力、活発な討論へのご参

加、よろしくお願いいたします。（拍手） 




